




















とあり、説法が長くなり時間が迫ってきてしまったので、続きはまた後日解説すると述べられている。これを見るに法然はこの逆修 会において 説法時間も考慮に入れなければいけなかったと うことがわかる。逆修儀礼の一部であるという場面的制約や、このよ な時間的制約などの存在は『逆修説法』における潜在的問題であり、そ が形式的に法然の説法へ一定の制約をかけていることは否定できないところであろう。しかし、 それは必ずしも『逆修説法』の内容自体が形式的な制約によって教学的に歪めら ていることを意味するものではない。
本論では、建久五年頃に行なわれたとされる法然逆修法会において説かれた説法がどのような儀礼内容・状況の中


































法然逆修法会もその一定 形式に則って行なわれた可能性が高いと見られる。その中で、大谷氏の「逆修 浄土教的展開」という言葉に明確に表現されるように、阿弥陀仏一仏の功徳讃嘆に限るなど、従来の逆修を大々的に浄土宗的に転換したのが法然逆修法会 言える。
また、逆修法会の中で行なわれた説法という視点から先行研究を概観すると、大谷氏の研究にて言及があったよう























































































華経八部でありだいぶ少なくなっていることがわかる。この寿永三年逆修の記録には、前述したように「説法二時」の記載があり、法華経の書写よ も説法に時間が割かれるよう なった傾向を窺うことができる。また、後白河法皇が行なった八回 逆修中、初回 三回目 五十日逆修であるが 四回目のこの寿永三年逆修以降五十日逆修はなく、ほとんどが三七日逆修である。これ よ 当初は出家を契機とし、死後の往生菩提を願って供仏・写経などの善根功徳行が中心の後白河院逆修であったが、回数を重ね 毎に簡略化され 各七日毎 法事とその中での説法が中心となっていったのではないかと推察できる。③建久二（一一九一）年逆修
この逆修は後白河法皇を施主として、建久二年閏十二月二日より二十二日まで修された三七日逆修である。三七日













秉燭以後、澄憲法印来、即始、 （中略）説 珍重、太自常、 （中略）未如此師之説法、先世之感報也
）（（
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とあり、讃岐の国の崇徳院の御稜に仏像を置くべき旨を述べており、これ以降も逆修儀礼に関する事というよりも、世間一般的な話が中心である。これより、導師による説法の内容は往生というような目的に縛られ こ なく、話をする僧によって大きく異なり、多く僧側の自由に任されていた ではないか 推察できる。
これらより、逆修法会は本来的に自身の往生菩提を願うものであり、①の例に見たような道場の荘厳と、阿弥陀仏









それによって『逆修説法』の内容が教学的 歪められるなどの影響を受 ているとは考えづらい。ゆえに『逆修説 』に説か る教説は、 『選択集』 ような 義書 説かれ 教説となんら価値的な相違なく受け止められるも だと私は考えたい。註






（6）大谷氏の前掲論文「逆修法会の成立史的研究」の中で、法然逆修法会の施主である外記禅門の子とされる遵西について、 『愚管抄』の記録をもとに、 「遵西は院別当 高階泰経を通じて後白河院の間接的近臣 いえ 立場 あった」と述べられている。（7）『大日本古記録
 小右記』六、 一六九頁。 『小右記』は平安時代の公卿藤原実資の日記。
（8）この治安三年逆修と同様、藤原道長を施主とする万寿三（一〇二六）年の逆修では、道長の年齢に合わせ六一体の阿弥陀仏像が図絵されている。道長以外の施主による逆修ではこ ような例は見られない。（9）『大日本古記録
 小右記』六、 一八四頁。
（10）『同右』一七二頁。（11）『史料大成 二二、 『兵範記』五 三九頁下。 『兵範記』は平安時代の公家平信範の日記。（12）『同右』四三頁上。（13）『同右』四四頁下。（14）ただし、供仏については、初七日薬師如来、二七日弥勒如来、三七日千手観音、四七日地蔵菩薩 五七日釈迦如来、六七日不動明王、結願日普賢菩薩と各七日毎に異なっている。後白河法皇の寿永 年逆修でも、順番 異なるものの同様に各七日で違う仏 供養が行われて る。（15）『史料大成』二二 『兵範記』五、 四六 上。（16）『玉葉』三、 七 頁上。（17）安居院の澄憲。川島氏の前掲論文「法然所修「逆修法会」の特異性―― 例との比較を通じて――」の中で、安居院の僧が逆修法会において使用した表白集とされる『安居院唱導集』の内容より、 「安居院系統が実施する修法会においては、当時 阿弥陀仏信仰の状況が色濃く表現されており、法然と同時代における阿弥陀仏信仰の実態を見る際には不可欠な資料である」と述べられ いる。
一四
法然逆修法会についての一考察
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（18）『玉葉』三、 七六七頁下。（19）『同右』七六九頁上。（20）『同右』七七二頁上。
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